
久留米消防署南出張所の方達による

8月14日に上津弐番館へ久留米消防署南出張所の方達が来て下さり、そこで

応急手当講座（胸骨圧迫）を開いて下さり、上津の職員一同で参加させて

頂きました。

咄嗟時にすぐに対応

できるよう、胸骨圧迫

の正しい技術をマスター

し、できる限りの蘇生が

出来るようにしたいね。



皆さんがやる気を持って取り組んだことで、実のある訓練が出来たと思います。

胸骨圧迫の位置、深さ、リズムもしっかり学べていたと思います。

久留米消防署南出張所 佐々木様、七枝様より

ス タ ッ フ の 声
AEDを使ったことのない職員も居た為、今回の研修は非常に役に立ったので

はないかと感じました。これまでに聞いたことはあっても、使用することはな

かったが、教えて頂いた操作で人の命を救えることが分かりました。気さくに

色々な質問にも答えて頂き、救急隊の存在が身近に感じました。私たちも常

日頃から利用者様の状態を見て、緊急事態にならないよう早めの受診等に

備えていくことを確認できました。

テレビ等では胸骨圧迫の行い方を見たことはあったが、実際に行ってみて、

体験することが出来て良かったです。そういう応急手当が必要な場合に遭遇

した時に、今日の講習を思い出し、落ち着いて施行します。

心臓と呼吸が止まってからの過程で救命処置をした場合と、救急車が来るま

で何もしなかった場合で助かる可能性が大幅に違うということを学びました。

心肺停止でなかった場合の危害を恐れずに、自信を持って施行に移り、救命に

役立て命を救うことが最も大切だと改めて気付きました。

救命処置を行うときは、周囲の協力も重要だと思いました。一人では長時間の

心臓マッサージは体力を使い出来ませんし、心臓マッサージを行っていたら、

AEDを持ってくることも出来ません。人の命を繋げ、後遺症を残さないために

も心停止の早期認識と通報、一次救命処置が大切だと思いました。


